
令和3年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 文化財保護活用課 事業No. 274

事務事業名 埋蔵文化財調査事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 豊かな「学びの土壌」を活かした「学習と交流」を進め、飯田の自治を担い、可能性を広げられる人材を育む
   
   

分野別計画
 飯田市教育振興基本計画
  
  

法令・例規等
 文化財保護法
 飯田市埋蔵文化財事前調査取扱要綱
  

事業目的
対象 埋蔵文化財包蔵地

意図 国・県・市・個人及び民間事業者の土木工事等において、十分な保護措置を講じます。

２ 事業内容

3年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　文化財保護法第93、94条に基づく届出等による埋蔵文化財
発掘調査を以下のとおり行いました。
・個人住宅、民間開発に係る調査　７件
 （長野原遺跡、坂下遺跡、権現堂前遺跡、正永寺原遺跡、
　 円通寺北遺跡、平遺跡、黒田大明神原B遺跡）
・県事業に係る調査　３件
 （高屋遺跡、黒田大明神原B遺跡、宮崎南原遺跡）
・市事業に係る調査　２件（中羽場遺跡、田井座遺跡）
・市事業に係る調査報告書作成　１件（座光寺原遺跡）
・民間開発に係る調査報告書作成　１件（下の原A遺跡）
・市内遺跡試掘・確認調査報告書　１件

個人住宅等に係る調査経費 2,646
県事業に係る調査経費 526
市事業に係る調査経費 2,719
民間開発に係る調査経費 1,798
会計年度任用職員人件費 7,079
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 令和3年度
計画 実績

令和4年度
計画 実績

令和5年度
計画 実績

令和6年度
計画 実績

埋蔵文化財包蔵地の相談・照会件数 件 300 384       
文化財保護法に基づく届出等件数 件 280 291       
保護措置（立会調査）実施件数 件 260 187       
記録保存された埋蔵文化財包蔵地 件 10 7       
発掘調査報告書の累計数 件 312 315       
保護措置が円滑に行われなかった数 件 0 1       

          
          

3年度
決算

(千円)

予算額 23,798 特定財源内訳及び補足事項
決算額 14,768 （国）国宝重要文化財等保存・活用事業補助金（１／２）　

（そ）埋蔵文化財調査受託事業費収入

財源の
状況

国庫支出金 1,847
県支出金 0
地方債 0
その他 8,923
一般財源 3,998

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 10 5 3 11 1 2,653 2,646 埋蔵文化財調査事業費（補助）

2 1 10 5 3 12 1 3,903 1,849 埋蔵文化財調査事業費（単独）

3 1 10 5 3 13 2 1,340 526 埋蔵文化財調査事業費（県）

4 1 10 5 3 13 3 5,845 2,668 埋蔵文化財調査事業費（その他）

5 1 10 5 3 1 3 10,057 7,079 会計年度任用職員人件費

6          

7          

振返り課題認識

・文化財保護法に基づく届出等について、建築士協会研修会やWebサイト等で周知を重ねたことで、概ね適正に手続きが行わ
れています。
・リニア整備及び関連する開発が進んでいるため、法令の周知を再徹底する一方で、埋蔵文化財の価値や魅力を広める必要
があります。

上記の課題解決
のための有効策 ・埋蔵文化財調査に合わせた現地見学会、発掘体験を開催し、市民に埋蔵文化財の価値や魅力を発信します。

次年度に向けて
の取り組み

・文化財保護法の手続きについて、県教委・庁内関係課等と連携し、事業者・市民に周知します。
・埋蔵文化財調査の様子や埋蔵文化財包蔵地に関する情報発信を継続します。
・埋蔵文化財調査が終了した遺跡は報告書を作成し、遺跡の記録保存を図ります。
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